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dSPACEの量産コード生成ツールである TargetLinkの最新バージョンには、
多数の便利な新機能が搭載されています。これには、総合的な行列サポート、
最新の AUTOSARバージョンとの互換性、Cコード構造体の操作性の向上、
Data Dictionaryの利便性の向上などが含まれています。
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るようになります（図 1）。行列処理は、
TargetLinkモデルで 2次元の信号を指
定するだけで行うことができ、ベクトル
やスカラー信号と同じ方法で処理するこ
とができます。AUTOSARモードを使用
している場合でも、この処理は何の制限
もなく適用できます。行列信号の処理に
は、TargetLinkブロックライブラリの各
種エレメントが使用されます。Reshape、
Permute Dimension、および Matrix 
Concatenateブロック（図 2）もサポー
トされています。これらのブロックを既存
の Selectorおよび Assignmentブロッ
クと組み合わせることにより、行列信号の
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図 1（上）：TargetLinkの行列サポートによるエッジ検出の例
図 2（下）：TargetLink 4.0以降でサポートされる行列処理向けの Simulinkブロックの概要

前 後エッジ検出1

Reshapeブロック
入力信号の次元を指定された次元に変換
（例：長さ5のベクトルを 5x1の行列に変換）

Matrix Concatenateブロック
複数の信号を連結（接続）して新しい行列を作成
（例：3つの 5x1の信号を連結して5x3の行列を作成）

Permute Dimensionブロック
信号の次元を並べ替え（転置）
（例：5x3の行列を 3x5の行列に変換）

2

列として表現できるようになり、線形代数
を用いて演算を行うことの多い先進運転
支援システム（ADAS）や状態空間制御、
およびセンサデータ融合といった多くの
新しいアプリケーションにも TargetLink
で対応することが可能になります。ま
た、TargetLinkの利点として定評のあ
る RAM、ROM、スタック、実行時間な
どを最小化するためのさまざまな最適化
機能を含むモデルベースの開発環境の
利点をこれらのアルゴリムにも適用でき

TargetLink® 4.0でマトリックス
コードがサポートされるようにな
りました。これにより、信号を行
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作成、操作、および分割に関する多数の
機能を利用可能です。TargetLinkユー
ザは、逆行列の計算や行列式、その他の
行列計算といった複雑なアルゴリムが必
要な演算についても、行列への互換性を
持つCustom Codeブロックを使用する
ことで対応できます。そのため、複雑なア
ルゴリズムをすばやく最適化および実装
し、容易にターゲットプロセッサなどで利
用できるようになります。TargetLinkで
は、行列に効率的に読込めるCコードを

ダイナミックルックアップテーブル 
TargetLink 4.0で導入されたダイナミッ
クルックアップテーブル（1-Dおよび 2-D）
を使用すると、アダプティブコントローラ
を容易に開発できるようになります。行列
がサポートされたため、Direct Look-Up 
Table（n-D）および Interpolation（n-D）
の 2つのブロックで PreLook-Up（図 4）
を使用して、1-Dおよび 2-Dテーブルの
動的入力変数を処理できるようになりま
した。ユーザがブロックの入力としてルッ

図 3：TargetLinkを使用すると、効率的で読みやすい行列コードを生成し、レガシーコードに容易に統合できます。インデックスの調整により、中間変数の
使用や不要な演算を省くことができます。この例では、転置と乗算の組み合わせでインデックスが調整されています。 

図 4：dynamic prelookupおよび dynamic interpolationの 2つのブロックにより、動的なデータポイントと値がサポートされるため、アダプティブコン
トローラなどの新しいアプリケーションのサポートが可能になります。

生成します。Cコードでは、行列は 2次
元の配列として作成されるため、レガシー
コードとの統合も非常に容易です。また、
TargetLinkでは、行ベクトルと列ベクトル
の C配列への変換を自動的に行います。
TargetLink側から見た場合、新たにサ
ポートされる Simulinkブロックは仮想ブ
ロックとなります。つまり、これらのブロッ
クの動作はコードジェネレータにより把握
および最適化されるため、演算処理や中
間変数が不要になります（図 3）。

dSPACE TargetLink 4.0 – 高品質なマトリックスコードのサポートにより、将来
の技術革新に対応
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行列のサポート

ダイナミックルックアップ
テーブル

Data Dictionaryの
操作性の向上

Cコードでの構造体の
容易な指定

サブシステムの自動
インターフェース生成

新たにサポートされた
システム／ソフトウエア／
規格

 行列信号処理用の総合的な新機能（行列生成、分割、および行列演算など）。ADASアプリケーション、状態空間
 制御、センサ融合などの多数の新しい分野に適用可能。 

 実行時に、テーブルエントリ（1-Dおよび 2-Dテーブル）を変更する機能。これにより、多数の適応型制御アルゴ
 リズムを実装することが可能。 

 Data Dictionary Managerのユーザ定義ビュー（あまり使用されないプロパティを自動的に非表示にするなど） 
 埋め込み式のインスタントヘルプ（選択したオブジェクトやプロパティの説明を自動的に表示）

 TargetLink Data Dictionaryで構造体タイプを定義し、このタイプを Simulinkバス全体に割り当てる機能。バス信号
 の個別の割り当てが不要。  

 Data Dictionaryを使用したモデルおよび機能インターフェースの定義とサブシステムフレームの自動生成
 により、分散作業が容易化。 

 MATLAB R2014bおよび R2014a（32ビットおよび 64ビットバージョン）
 AUTOSAR Release 4.1.3、4.1.2、および 3.2.3。AUTOSAR Release 4.2.1のサポート（別途提供）
 DO-178C（航空産業におけるソフトウエア開発の安全規格。DO-178Cワークフローに関するドキュメントに
  ついては、電子メールでお問い合わせください。宛先：TargetLink.Info@dspace.de)
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クアップデーブルを使用するよう指定する
と、ブロックでは値を入力する追加のポー
トが提供されます。この一連のメカニズム
により、非常に多くの制御アルゴリズムを
TargetLinkで効率的に処理できます。

Data Dictionaryの利便性の向上
Data Dictionary Managerにおいては、
利便性がさらに向上しています。たとえ
ば、ユーザによる設定が可能なビューを
使用して、あまり使用しないプロパティを
自動的に非表示にし、ユーザにとって最も
重要な設定だけを表示することができま
す。これにより、モデル上での作業が容易
になり、不要なミスも防止できます。その
他の機能拡張として、埋め込み式のヘルプ
機能（図 5）があります。この機能を使用
すると、選択されたオブジェクトおよびプ
ロパティの説明がすぐに表示されるため、
ユーザはわざわざヘルプ項目を検索する
必要はありません。 

扱いやすい Cコード構造体の指定
TargetLink 4.0では、Simulinkバス用
のCコード構造体の指定を容易に行うこ
とができます。以前のバージョンでは、多
くの場合、ユーザは構造体エレメントに各
バス信号を個別に割り当てる必要があり
ました。新しいバージョンでは、ユーザは
Data Dictionaryで定義された構造体タ
イプまたは構造体変数を指定するだけで
済みます。いったん指定すれば、これらの

タイプおよび変数をモデル全体を通じて
一貫して使用できるようになります。また、
TargetLinkでは、バスと変数が一致する
ことを自動的に確認し、マッピングを行う
ため、時間短縮やエラー防止が可能にな
ります。これらの新しい機能は、ポート、
Mergeブロック、およびUnit Delayブロッ
クなど、バス対応のブロックすべてに適用

することができます。これにより、上級ユー
ザはさらなる機能の最適化を実現するこ
とができ、より効率的にコード生成を行え
ます。 

TargetLink 4.0 – 主な新機能

図 5：TargetLink 4.0の Data Dictionary Managerでは、選択したオブジェクトやプロパティ（下図
の例では LSB（1））に関する参照情報を含んだ埋め込み式のインスタントヘルプ（2）を表示することが
できます。このためユーザはわざわざヘルプ項目を検索する必要はありません。

TARGETLINK 4.0

1

2

dSPACE Magazine 1/2015 · © dSPACE GmbH, Paderborn, Germany · info@dspace.co.jp · www.dspace.jp


